
職
場
で
、
「
あ
の

人
、
楽
し
そ
う
に

仕
事
し
て
い
る
」

と
思
う
職
員
は
い

ま
す
か
？
ま
た
、

そ
の
理
由
が
気
に

な
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
あ
る

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で

楽
し
そ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る

人
の
理
由
に
つ
い
て
放
送
し
て

お
り
、
そ
の
理
由
に
ハ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
た
▼
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
仕
事
に
で
き
て
い
る
人
は
、

仕
事
し
て
い
て
楽
し
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
職
員
間
の
人
間
関
係
が

良
好
で
あ
れ
ば
楽
し
い
と
感
じ

る
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
が
聴

い
た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
は
、
極

め
て
平
均
的
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
職
場
の
後
輩
か
ら
「
何
で
そ

ん
な
に
楽
し
そ
う
に
仕
事
し
て

い
る
ん
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
、

「
だ
っ
て
俺
ら
み
た
い
な
先
輩

た
ち
が
楽
し
く
仕
事
し
て
い
な

い
と
後
輩
た
ち
も
仕
事
し
て
い

て
楽
し
く
な
い
だ
ろ
う
し
、
職

場
の
雰
囲
気
も
暗
く
な
っ
ち
ゃ

う
か
ら
」
と
答
え
て
い
た
▼
一

概
に
楽
し
く
仕
事
し
て
い
れ
ば

職
場
の
雰
囲
気
が
良
く
な
る
と

は
言
え
な
い
が
、
周
り
か
ら
見

て
、
あ
の
職
員
は
楽
し
そ
う
に

仕
事
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
間

接
的
に
職
場
の
雰
囲
気
は
少
し

変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
▼
人
員

増
や
休
暇
拡
充
な
ど
の
働
き
や

す
い
職
場
を
目
指
す
こ
と
も
重

要
で
あ
る
が
、
自
身
が
楽
し
く

仕
事
を
し
て
、
間
接
的
に
職
場

の
雰
囲
気
を
良
く
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

▲総務部長着任交渉に臨む県職労交渉団（右下円内は回答する福田総務部長）
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県
職
労
は
４
月
22
日
、
福
田
直
総
務
部
長
と
着
任
交
渉
を
行
っ

た
。
福
田
総
務
部
長
は
「
勤
務
条
件
の
変
更
や
決
定
は
、
可
能
な

限
り
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
行
っ
て
き
た
。
今
後
も

同
様
の
姿
勢
で
臨
む
」
と
し
、
労
使
協
議
の
前
提
に
つ
い
て
確
認

し
た
。
人
員
確
保
、
賃
金
、
勤
務
時
間
管
理
を
は
じ
め
、
継
続
課

題
を
含
む
諸
課
題
に
つ
い
て
改
善
を
求
め
た
。

し
た
い
。

（
総
務
部
長
）
人
事
委
員
会
勧

告
を
最
大
限
尊
重
す
る
基
本
姿

勢
に
変
わ
り
は
な
い
。
高
齢
層

職
員
に
は
主
幹
任
用
拡
大
に
加

え
、
勤
勉
手
当
「
勤
続
加
算

枠
」
に
よ
り
、
55
歳
以
上
の
職

員
の
う
ち
約
半
数
を
上
位
区
分

と
し
て
い
る
。
赴
任
旅
費
の
移

転
料
は
、
実
費
弁
償
の
側
面
を

ど
れ
だ
け
制
度
に
反
映
さ
せ
る

か
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
頂
戴

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
勤
務
時
間
管
理
・
超
過
勤
務
手
当
】

（
県
職
労
）
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
回
避
の
た
め
に
超
過
勤
務

を
過
少
申
告
す
る
な
ど
、
制
度

　

現
業
評
議
会
は
４
月
25
日
、
人

事
課
畠
山
参
事
兼
総
括
課
長
と
の

着
任
挨
拶
を
行
い
、
２
０
２
５
現

業
闘
争
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
菅
原
議
長
か
ら

「
運
転
技
士
２
名
に
つ
い
て
正

規
職
員
を
確
保
い
た
だ
き
、
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
、
農

研
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
職
員

の
負
担
が
増
え
て
い
る
の
で
、
人

員
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と

挨
拶
し
た
後
、
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

　

人
事
課
畠
山
参
事
兼
総
括
課

長
か
ら
の
主
な
回
答
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
労
使
の
基
本
姿
勢

　

勤
務
条
件
の
変
更
や
決
定
は

皆
さ
ま
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
同
様
の
姿
勢
で
臨
み
ま
す
。

　

配
置
や
処
遇
改
善
は
、
皆
さ

ま
か
ら
の
意
見
及
び
現
場
の
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
切
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

②
農
大
技
能
員
の
適
切
な
人
員
配
置

　

技
能
員
に
つ
い
て
、
退
職
者

の
補
充
に
関
し
、
主
管
部
と
協

議
し
な
が
ら
継
続
的
な
新
規
採

用
に
努
め
ま
す
。
人
員
配
置
に

関
す
る
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
た
う
え
で
、

今
後
も
適
切
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

③
振
興
局
土
木
部
運
転
技
士
補
充

　

振
興
局
ご
と
に
大
き
く
事
情

が
異
な
る
た
め
、
個
別
事
情
を

踏
ま
え
検
討
の
う
え
、
決
定
し

て
い
き
ま
す
。

　

同
日
、
農
林
水
産
企
画
室
、

県
土
整
備
企
画
室
、
管
財
課
に

も
挨
拶
を
行
い
、
課
題
の
改
善

を
要
請
し
ま
し
た
。

の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
実
態
が

み
ら
れ
る
。
業
務
の
抜
本
的
な

見
直
し
や
適
正
な
人
員
配
置
な

ど
実
効
力
あ
る
改
善
に
つ
い
て

見
解
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
超

過
勤
務
手
当
不
払
い
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
基
本
姿
勢
を
伺

い
た
い
。

（
総
務
部
長
）
長
時
間
勤
務
の

見
直
し
は
、
職
員
の
健
康
保
持

の
面
か
ら
も
重
要
。
具
体
的
な

方
策
を
紹
介
し
、
職
員
の
負
担

軽
減
に
取
り
組
む
よ
う
周
知
徹

底
し
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
、

業
務
支
援
の
活
用
、
機
動
的
な

人
員
の
再
配
置
な
ど
も
一
体
的

に
進
め
、
超
過
勤
務
の
一
層
の

縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
サ

ー
ビ
ス
残
業
は
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
今
後
も
職
員
一
人
ひ
と
り

の
業
務
量
を
適
切
に
管
理
し
、

必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
い
く
。

【
暫
定
再
任
用
職
員
】

（
県
職
労
）
暫
定
再
任
用
職
員

は
一
時
金
が
常
勤
職
員
を
下
回

る
な
ど
、
生
計
費
の
維
持
に
も

差
し
支
え
る
賃
金
水
準
。
級
格

付
は
専
門
幹
等
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
職
務
な
の
に
大
部
分
が
３
級

で
、
課
題
が
多
い
。
考
え
方
を

伺
い
た
い
。

（
総
務
部
長
）
賃
金
水
準
は
国

の
検
討
状
況
を
注
視
。
級
格
付

は
、
多
く
の
職
員
が
業
務
を
セ

ー
ブ
し
た
い
意
向
を
踏
ま
え
、

個
別
検
討
し
た
。
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
丁
寧
に
対
応
し
た
い
。

（
あ
し
た
）
を
！
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
盛
岡
城

跡
公
園
で
開
催
さ
れ
、

約
８
０
０
人
が
参
加
し

た
。
伊
藤
裕
一
実
行
委

員
長
（
連
合
岩
手
会

長
）
は
、
「
２
０
２
５

春
闘
で
は
２
０
０
０
年

以
降
最
高
の
引
き
上

げ
」
と
し
、
「
こ
れ
か

ら
交
渉
と
な
る
中
小
組

合
の
奮
闘
に
期
待
」
と

支えあう安心社会と確実な
未来（あした）を

第96回県中央メーデー

　新採用職員の皆さん、心から歓迎します。皆さんと共に、岩手
県民と岩手県に関わる人たちのた めに、働けること、大変うれし
く思います。

　今年は、岩手県内での桜の開花が、早すぎず遅すぎず、天候も
悪くなく、週末が満開と重なったりもして、めったにない花見好
適年になったと思います。桜が皆さんを祝福していたかのようで
す。

　2023年、盛岡市を「行くべきところ」に選んだニューヨーク・
タイムズ紙は、昨年、山口市を選び、今年は富山市を選びまし
た。日本で行くべきところは地方である、という基本姿勢を見る
ことができ、日本の地方の価値や魅力に気づいているニュ ー ヨ ー
ク・タイムズ紙は、さすがです。日本の地方の中で、真っ先に選
ばれた盛岡市を有する岩手県ですので、岩手県内の価値や魅力を
大事にし、内に共有し、外に発信していきましょう。

　大谷翔平選手の活躍で、「なぜ岩手から大谷サンのような人が？」
と、よく問われます。岩手県内には、それだけの地域の力があり、
その地域の力を育むにあたっては、公共に関わる仕事をしてきた
先人、先輩の方々が、大きな貢献をしてきたのだと思います。

　新採用職員の皆さんには、ぜひ、先人、先輩の成果を継承し、
さらに発展させていくことを、期待します。生活と仕事のバラン
スを、より良いものにしていくという面でも、過去の成果を基に、
向上させましょう。心と体に気を付けて、お互いに幸福を守り育
てるような、仕事ができますように。

　共に、がんばりましょう！

　　２０２５年４月１日

岩手県知事

自治労岩手県本部新採用職員へのメッセージ
　

交
渉
で
取
り
上
げ
た
主
な
課

題
は
次
の
と
お
り
。

【
人
員
確
保
対
策
】

（
県
職
労
）
慢
性
的
な
人
員
不

足
で
業
務
の
平
準
化
は
困
難
。

長
時
間
労
働
の
実
態
は
解
消
さ

れ
ず
、
豚
熱
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
の
突
発
的
な
業
務
も
増

え
て
お
り
、
人
員
体
制
の
確
保

は
喫
緊
の
課
題
。
職
場
で
必
要

と
な
る
職
員
体
制
の
確
保
策
を

伺
い
た
い
。

（
総
務
部
長
）
受
験
者
の
確
保

に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
ほ
か
、

内
定
者
へ
の
き
め
細
か
な
フ
ォ

ロ
ー
な
ど
を
通
じ
て
辞
退
者
の

減
少
に
努
め
る
。

【
賃
金
改
善
】

（
県
職
労
）
賃
金
改
善
、
勤
務

意
欲
確
保
策
、
自
己
負
担
解
消

策
に
向
け
た
基
本
姿
勢
を
確
認

　

５
月
１
日
、
第
96
回
県
中
央
メ

ー
デ
ー
が
「
次
代
に
つ
な
ぐ
平
和

の
願
い
！
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
支

え
あ
う
安
心
社
会
と
確
実
な
未
来

あ
い
さ
つ
。
集
会
終
了
後
、
内
丸

周
辺
を
中
心
に
デ
モ
行
進
を
行
い
、

賃
上
げ
を
は
じ
め
と
し
て
労
働
条

件
の
改
善
を
訴
え
た
。

▲畠山人事課総括課長（左下）
と交渉に臨む現業評議会交渉団

４
・
22 
総
務
部
長
着
任
交
渉

４
・
22 
総
務
部
長
着
任
交
渉

労
使
協
議
「
誠
意
を
も
っ
て
対
応
」

人事課・関係主管室課に　
　　　　 課題改善申し入れ

現業着任あいさつ
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遺
族
附
加
年
金
共
済
「
あ
と
お
し
」
は
、
組
合
員

に
万
が
一
の
こ
と
（
死
亡
・
高
度
障
害
）
が
あ
っ
た

場
合
、
公
的
給
付
の
不
足
を
補
い
、
ご
家
族
の
皆
さ

ま
の
経
済
的
・
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
、
県
職
労
独
自
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

残
さ
れ
た
ご
遺
族
の
生
活
資
金
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
じ
ち
ろ
う
団
体
生
命
共
済
等
の
利
用
と
併
せ

た
「
あ
と
お
し
」
の
加
入
で
、
組
合
員
の
ご
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
の
生
活
を

守
る
た
め
、
ぜ
ひ
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
基
本
は
Ｃ・
Ｃ
１
／
Ｄ・
Ｄ
１
コ
ー
ス
】

　

Ｃ・
Ｄ
コ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
区
分
別
に
保
険

料
・
月
額
給
付
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｃ
１
・
Ｄ
１
コ
ー
ス
は
ボ
ー
ナ
ス
給
付
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
出
産
等
で
保
障
額
を
増
や
し
た
い
場
合
に

は
、
別
コ
ー
ス
へ
の
移
行
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

若
年
層
の
方
や
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
保
障

額
を
減
ら
し
た
い
方
向
け
に
Ｅ
／
Ｅ
１
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
応
じ
て
ご
利

用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
【
お
手
頃
な
保
険
料
の
Ｆ
コ
ー
ス
を
全
年
齢
に
拡
大
】

　

月
額
百
数
十
円
の
低
負
担
で
加
入
で
き
る
「
本
人

Ｆ
コ
ー
ス
」（
１
５
０
万
円
コ
ー
ス
）
が
35
歳
以
下

限
定
か
ら
全
年
齢
に
拡
大
さ
れ
、
よ
り
加
入
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

　
【
就
業
不
能
サ
ポ
ー
ト
制
度
特
約
】

　

組
合
員
本
人
が
、
ケ
ガ
や
病
気
、
精
神
疾
患
に
よ

っ
て
20
日
以
上
の
長
期
療
養
（
就
業
不
能
状
態
）
が

続
い
た
場
合
、
職
場
に
復
帰
す
る
ま
で
の
間
、
毎
月

５
万
円
も
し
く
は
10
万
円
を
給
付
す
る
、
就
業
不
能

サ
ポ
ー
ト
制
度
が
一
昨
年
度
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
あ
と
お
し
」
に
加
入
し
て
い
る
組
合
員
限
定
の
県

職
労
独
自
の
制
度
で
す
。 あとおし

県職労独自の共済を利用しましょう

遺族附加年金共済

“もしも”の際のもう一つの備え

自治労組合員のための充実の保障であなたの生活を支える‼

で安心できる将来へ「じちろうセット共済」

※注１．制度の内容等の詳細については、パンフレットを参照してください。詳しくは、最寄りの組合書記局へご相談ください。
※注２．記載の年金額はパンフレット作成時点の明治安田生命の基礎率（予定利率、予定死亡率、予定事業費率等）で計算しています。
　　　　実際の年金額は年金基金設定時に引受会社が定める基礎率および引受金額により決定しますので、記載の額を下回る可能性もあります。

〇死亡・高度障害の場合、死亡・高度障害保険金を
年金として受け取ることができます。
〇一時金でのお受け取りも可能です。
〇１年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合
は配当金としてお返しします。

21～ 25歳の掛金の例【Fコース、就業不能サポート（５万円）に加入】 男性：750円　
女性：757円

病気やケガによる就業不能状態が20日を超えて継続した
場合、給付金を受け取ることができます。

就業不能サポート (５万円コースの場合 )

【月払保険料】
※21歳～25歳の場合 男性：610円　女性：658円
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公
的
給
付
の
不
足
分

ボ ー ナ ス 給 付

月 額 給 付

公 的 遺 族 年 金

保障提供元：こくみん共済  coop

※こくみん共済  coop  自治労共済推進本部作成資料から抜粋。

「継続・新規の申込期限は　　 」6 月 13 日（金）

（支部によっては、これよりも早い申込期限が設定されている場合が
ありますのでご注意ください）

死亡・高度障害の場合、年金形式で総額150万円を
受け取ることができます。
【月払保険料】
※18歳～35歳の場合 男性：140円　女性：99円

｢あとおし｣｢F コース｣全年齢に拡大




